
１．医薬品・医薬部外品等の品質、有効性、安全性を確保するため、薬局・医薬品販売業等の

監視指導を実施するとともに、調剤過誤を防止するため、薬局の自主管理体制の促進を図ります。

２．毒物劇物販売施設等の監視指導を行い、安全な取扱いの促進と保管管理の徹底を図ります。

３．「愛の血液助け合い運動」をはじめとするキャンペーンに取り組み、献血思想の普及啓発等

による献血の推進を図り、県内で必要な血液を確保します。

１ 薬事

（１）薬事関係施設数と調査監視状況

4 7 0 11 11

専業 0 0 0 0 0

薬局 2 0 0 2 2

1 0 0 1 1

0 0 0 0 0

11 6 4 21 9

6 1 0 7 2

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

107 33 28 179 29

0 0 0 0 0

 一般 11 7 1 19 11

 農業用品目 11 7 1 19 7

 特定品目 2 0 0 2 0

155 61 34 261 72

３２４０３ 医薬品等の安全確保

（主担当：保健衛生室 衛生指導課）

取組内容

総数
調査監視
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熊野市 御浜町 紀宝町

医療
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 製造業

販売業
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（２）調剤過誤防止と薬局における自主管理の促進

（1）管内献血状況   平成１９年度

9

2

3

14

（２）献血キャンペーン

・愛の血液助け合い運動街頭ページェント

 平成１９年７月３１日 ジャスコ熊野店において実施 献血者数 ９２名

 ヤングミドナサポーター及び熊野ライオンズクラブ等の協力を得て実施しました。

・ウインター献血キャンペーン

 平成２０年２月２５日 ジャスコ熊野店において実施 献血者数 ８７名

 

薬局に対して、監視の際に調剤過誤防止策に焦点をあて調剤全般についての聞き取りを行
うとともに、法令遵守の意識を向上させるため自主点検を導入しました。

２ 献血推進

医療に要するすべての血液製剤を献血により確保できるよう、市町、血液センター等と協
力し、献血思想の普及啓発に努めました。特に、輸血の安全性向上の観点から、４００ml献
血への理解と協力を求めました。

区分
市町

200ml 400ml 計 献血バス
配車数献血者数 献血者数 献血者数

熊野市 1 420 421

御浜町 1 99 100

紀宝町 0 119 119

 熊野ライオンズクラブ、青年会議所等の協力を得て実施しました。

合   計 2 638 640
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